
アトピー性皮膚炎における難治性かゆみにリゾホスファチジルグルコシド
/GPR55系が関与するか

私達が新しく見出した脂質性の神経軸索ガイダンス
分子リゾホスファチジルグルコシド(LPG)はカンナビノイ
ド受容体GPR55を介して痛覚神経と固有感覚神経を振
り分けています。( Science 2015)かゆみもまた
LPG/GPR55 系を介する神経軸索の走行により伝達さ
れている可能性があります。

マウスの皮膚をPtdGlc特異抗体DIM21で染色すると陽

性像が見られ、 皮膚において、難治性かゆみを含め
様々な外部ストレス刺激に対応するPtdGlc, LPGの量
的変動が予想されます。

マウス皮膚の
PtdGlc染色
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PtdGlc、リゾ体LPGは極微量成分で、皮膚疾患での量的変動を捉えることは大変困難

ですが、現在、逆相クロマトグラフィーと質量分析を組み合わせて以下のような分離
の系を確立することができました。

私達はこのような分析系を用いてかゆみを誘発する皮膚疾患における PtdGlc, LPG
の量的変動を捉えたいと考えています。

極微量のホスファチジルグルコシドとそのリゾ体のLC‐MS分析法の確立
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